
― 伊達小学校子供支援だより ―

平成28年から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

（差別解消法）」が施行となり、どの子も学習へのスタートラインがそ

ろうように支援していく「合理的な配慮の実施」が義務付けられました。

今年度も、伊達小学校では、校内体制の中に「子供支援委員会」を位

置付け、児童一人一人の教育ニーズに、より丁寧に対応していきます。

この「子供支援だより」は、保護者の皆様がお子様のことに関するこ

とで、学校が身近な相談の場となることを目的に、作成しています。

ご質問やご相談があれば、お気軽にご相談ください。
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＊学校やご家庭で、どのような支援をして

いったらよいかを、おうちの方と一緒に

考えます。

＊ご希望があれば、医療機関や他の相談機

関との連絡調整を行います。

＊必要に応じて個別の発達検査等をお勧め

します。（お子様の得意・不得意を見付けて、

学習や生活に活かすことが目的です。）

・連絡帳 ・電話 など

具体的にどのように支援していったらよい

か計画を立て、実施します。

いつでもご相談を
お受けします

いつでもお気軽に

ご相談ください！

伊達小の特別支援システム

ちょっと子ど
もの事で心配
なところが
あるなあ…

相談してみよ
うかなあ…

・学習 ・生活面 ・社会性 ・発達

保護者の方からご相談を受けた場合

相談
・特別支援教育コーディネー
ターが、ご相談をお受けし
ます。

・お子さんのことを詳しく
お聞かせください。

定期的に評価し、改善策を一緒に検

討していきます。

裏面に、参考となる資料を掲載しています。
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お子様の様子で、気になっていることはありませんか？

文部科学省「児童・生徒理解に関するチェックリスト」から要約・抜粋

～実際に教室で行われている支援の一例～

『文字を書くことをとても苦手』としている子への支援

文字を読むことは出来るのに、書くことは苦手という子どもがいます。黒板の文字や教科書の文章を
覚えるのが苦手だったりします。漢字を一生懸命に練習してもなかなか覚えられず、やればやるほど
漢字嫌いになってしまう場合があります。

【なぜ？】

○ 空間の位置関係を捉えるのが難しく、物の形を捉える事が難しい。
○ 記憶が弱く、筆順や形を覚えていられない。
○ 手先に不器用さがあり、書くことが苦手である。

【こんな対応を心がけるようにしています】

○ 意欲をもって書く気持ちになるように、細かいことは注意せず書いたことをほめるようにする。
○ 漢字を覚えやすいようにヒントを与えたり、漢字を部首とつくりに分解して「木」と「公」で「松」のよう
に教える。

○ プリントやドリルを使用する際は、全てではなく、「○番までやってみよう」など、適切な問題量を示
し、抵抗感なく学習ができるようにする。

※これらが全ての子に当てはまるわけではありませんが、考えられる支援をしていくことを大切にしていきます。

•個別に言われると聞きとれるけれど、集団の中では難しい。

•読みにくい字を書く。

•思いつくままに話すなど、筋道の通った話をするのが難しい。

•手足をそわそわ動かしたり、着席していてももじもじする。

•話す場面でなくても、場面に関係なく声を出す。

•自分なりの独特な日課や手順があり、変更や変化を嫌がる。

•自分に興味のあることばかり話して、会話がかみ合わない。

•特定の物に執着がある。

…など、もし気になることがあれば、いつでもご相談ください。


